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〈幼児教育〉 

 

思いやりを育むための援助の工夫 

－忍者ショーに向けたグループ活動を通して－ 
 

宜野湾市立志真志幼稚園 教諭 石 川 め ぐ み 

 

Ⅰ テーマ設定理由 

近年，情報化やグローバル化といった社会的変化が人間の予測を超えて進展するよう

になってきている。また，少子化や核家族化などに伴い，家庭や地域の中で人と関わる

経験が少ないまま育ってきている幼児も多い。「様々な情報の出来事を受け止め，主体的

に判断しながら，自分を社会の中でどのように位置づけ，社会をどう描くかを考え，他

者と一緒に生き，課題を解決していくための力の育成が社会的な要請となっている」と

中央教育審議会答申(平成 28 年 12 月)の中で述べられている。  

幼稚園教育要領の人との関わりに関する領域，人間関係のねらいの中で「身近な人と

親しみ，関わりを深め，工夫したり，協力したりして一緒に活動する楽しさを味わい，

愛情や信頼感をもつ」とあり，内容には「友達と関わりを深め，思いやりをもつ」と示

されている。内容の取り扱いでは，「人に対する信頼感や思いやりの気持ちは葛藤やつま

ずきをも体験し，それらを乗り越えることにより次第に芽生えてくることに配慮するこ

と」と述べられている。幼児が友達と一緒に工夫したり協力したりできる活動の中で，

時には葛藤やつまずきをも経験し，それを乗り越えていく過程の中で友達に対しての信

頼感や思いやりの気持ちが芽生えてくると考える。  

本園の幼児の実態としては，好きな遊びを見つけて遊ぶ子は多いが，一人遊びや単発

的な遊びも多く見られる。自己主張のぶつかり合いによるトラブルや，反対に主張出来

ずに泣いてしまう子など，自分達で相談したり，解決したりしながら遊びや生活を進め

ていくことが難しいという課題がみられる。それは，互いの思いを伝え合いながら関わ

りを深めていく体験が不足していることが要因であり，相手に対しての思いやりの気持

ちをもつことが難しい実態があると考える。では，思いやりを育むために，子ども同士

の関わり合いを保育の中にどのように取り入れていけば良いのだろうか。  

これまでの私の保育を振り返ってみると，どの子も集団に関われるようにと安易にグ

ループ活動を取り入れているところもあった。自身の反省を踏まえ，今回は教師の意図

したグループ編成の工夫から保育を展開していく。今井和子(1992)はグループという集

団を考えるときに，「個と個がどんな関わりをもちながらつながりあえる集団を成すか，

という視点をもたなければその集団は単なる枠組みになってしまう」と述べており改め

てグループ活動を多様な視点から捉え直す必要性を感じた。 

そこで本研究では，思いやりを育むために，意図したグループ編成の工夫をする中で，

忍者ショーに向けた活動に取り組んでいきたい。それは幼児が時には葛藤やつまづきを

も経験し，次第に思いやりの気持ちが芽生えていくのではないかと考え，本テーマを設

定した。 
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Ⅱ 研究仮説 

教師が意図したグループ編成の工夫をする中で，忍者ショーに向けた活動に取り組ん

でいく。そのことにより，時には葛藤やつまずきをも経験し，思いやりの気持ちが次第

に芽生えていくであろう。 

  

Ⅲ 研究構想図 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国教育施策 

○ 幼稚園教育要領「人間関係」 

県教育施策 

○ 幼児教育振興アクションプログラム 

○ 夢・にぬふぁ星プランⅢ  

市教育施策 

○ 宜野湾市教育振興基本計画 

○ 宜野湾市の学校教育  

園教育目標 

 

○ 元気な子(心情) 

○ 考える子(意欲) 

○ 思いやりのある子(態度) 

研究内容 
 研究テーマについての理論研究        

 １ 幼稚園教育要領が目指すもの 

  ２ 保育の中の集団づくりの位置づけ 

  ３ グループの捉え・構成 

  ４ 思いやりを育むための年間指導計画 

 

検証保育に向けての研究 
１ 教材研究  

２ 保育指導案の作成  

３ 検証保育の実施 

幼児の実態 

・一人遊びや単発的な遊びも多く見られる。また自分

達で相談したり，解決したりしながら遊びや生活を

進めて行くことが難しい。 

教師の実態 

・幼児が自分の感情を伝え合いながら関わりを深めて

いける活動や援助の工夫が不足していた。また教師

が中心となって遊びや活動を進めてしまうことが

多かった。 

 

めざす幼児像 
・他の幼児を思いやる気持ちの芽生えが生まれ思い
を伝え合いながら関わりを深めていける幼児 

・自分達で相談したり，解決したりしながら遊びや
生活を進めていける幼児 

 

研究テーマ 

思いやりを育むための援助の工夫 

―忍者ショーに向けたグループ活動を通して― 

 

研究仮説  

教師が意図したグループ編成の工夫をする中で，忍者ショーに向けた活動に取り組

んでいく。そのことにより，時には葛藤やつまずきをも経験し，思いやりの気持ちが

次第に芽生えていくであろう。  

 

検証授業の計画・実施・分析・考察 

研究のまとめ・研究成果と今後の課題 
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